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働く女性の立場から訴える働く女性の立場から訴える
中山執行委員（左・電機連合）中山執行委員（左・電機連合）

連合新潟執行委員総出で力強くアピールしました連合新潟執行委員総出で力強くアピールしました

推薦市議協力のもと、ショッピングモールで街宣行動（下越地協）推薦市議協力のもと、ショッピングモールで街宣行動（下越地協）

組織拡大・強化に向け、活発に意見交換組織拡大・強化に向け、活発に意見交換

働くルールに、
私たちの声を
働かせ放題にＮＯ！

連 合 新 潟
ホームページ

「連合・愛のカンパ」「連合・愛のカンパ」
連合新潟推薦の３団体に連合新潟推薦の３団体に

助成決定助成決定

「連合・愛のカンパ」
連合新潟推薦の３団体に

助成決定

(1) 第428号 2026年10月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

10月の主な活動
	 1日	 北陸ブロック
	 	 　　青年代表者会議

	 3日	 地域活性化フォーラム

	14日	 第12回四役会議

	 	 第12回執行委員会

	18日	 第7回青年委員会

	 	 第7回女性委員会

	 	 青年・女性委員会
	 	 　　　　合同研修会

	29日	 第36回年次大会

「
組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」

　
　

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
取
り
組
み
等
を
論
議

　

９
月
７
日
、
勤
労
福
祉
会
館

で
第
３
回
組
織
対
策
委
員
会
を

開
き
、
小
林
会
長
、
飛
田
委
員

長
（
副
会
長
）
を
は
じ
め
21
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
前
回
開
催
以

降
（
４
月
）
の
取
り
組
み
状
況

等
の
共
有
の
ほ
か
、
①
６
月
に

開
催
し
た
連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修
会
の
振

り
返
り
、
②
２
０
２
６
年
度
連

合
新
潟
組
織
拡
大
表
彰
、
③
連

合
新
潟
「
組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２

０
３
０
」
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
取
り

組
み
、
④
２
０
２
７
年
度
連
合

新
潟
組
織
対
策
委
員
会
・
研
修

会
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
、
論

議
・
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
組
織
拡
大

表
彰
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
申
請
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
連
合
新
潟
「
組
織
拡
大

プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
フ
ェ
ー
ズ

Ⅱ
の
取
り
組
み
で
は
、
フ
ェ
ー

ズ
Ⅰ
の
成
果
と
課
題
を
ふ
ま
え
、

各
組
織
が
組
織
拡
大
・
強
化
を

最
重
点
に
位
置
づ
け
、
両
輪
で

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
等
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
連
合
新
潟
、
構

成
組
織
、
地
域
協
議
会
が
連
携

し
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

1010
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら

最
低
賃
金
１
１
０
８
円
に
！

最
低
賃
金
１
１
０
８
円
に
！

第
３
回
組
織
対
策
委
員
会
を
開
催

『連合新潟機関紙2026年９月号』
お詫びと訂正のお知らせ

2026年９月号において記載記事に誤記がございました。
以下のとおり訂正いたしますとともに深くお詫び申し上げます。

10月の自治体選挙連合新潟推薦候補予定者
【誤】燕市議会議員選挙（10月11日投開票）
【正】燕市議会議員選挙（10月18日投開票）

９月の自治体選挙結果
◇ 胎内市議会議員選挙
投開票日　９月13日（定数16）

当選（３期）佐藤ひろし� 1,304票
当選（１期）さいとう喬一� 569票
ご支援、ご協力に感謝いたします
ありがとうございました。

11月の自治体選挙
連合新潟推薦候補予定者

◇ 妙高市長選挙
       （投開票日  11月15日）

城
き

戸
ど

  陽
よ う

二
じ

（無所属）
現職１期目　59歳

　2026年度「連合・愛のカンパ」の地域助成
に連合新潟から推薦した３団体の助成が決定し
ました。
　助成団体の活動内容等は、今後の連合新潟機
関紙で順次紹介していきます。
　「連合・愛のカンパ」は、「自由、平等、公正
で平和な世界の実現」に向けた社会貢献活動と
して取り組むもので、地域助成は、連合組合員
およびその家族、あるいは連合組合員ＯＢ・Ｏ
Ｇが、運営に参加しているＮＧＯ・ＮＰＯ等の
事業・プログラム、または地方連合会が日常的
な活動で連携している事業・プログラムが対象
となっています。

団体名称
（所在地・助成回数） 事 業 内 容 助成

金額

NPO法人
はっぴーはーと
（上越市・１回目）

妊娠期から産後の切
れ目ない「学び」「リ
フレッシュ」「交流」
「居場所」の場づく
り支援事業

30万円

フードバンク
ながおか

（長岡市・１回目）
フードバンク活動 30万円

およぐペンギン
（三条市・２回目）

およぐペンギン交流
会・勉強会・講演会

30万円

地協総会日程

地協名 開催日時 会　　　場

下 越
11月６日（金）

15：00～
イクネスしばた

新 潟
11月６日（金）

18：30～
クロスパルにいがた

佐 渡
11月12日（木）

18：30～
新潟交通ビル

県 央
11月５日（木）

18：30～
燕市中央公民館

中 越
11月26日（木）

15：00～
ニューオータニ長岡

柏 崎
11月20日（金）

18：30～
柏崎市産業文化会館

上 越
11月13日（金）

15：00～
アートホテル上越

改
定
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
中
！

　

10
月
１
日
か
ら
新
潟
県
の
最

低
賃
金
は
１
１
０
８
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
最
低
賃
金

の
改
定
に
伴
い
、
各
地
域
協
議

会
協
力
の
も
と
、
改
定
内
容
を

県
民
へ
広
く
周
知
し
、
最
低
賃

金
の
履
行
確
保
を
目
的
と
し
た

「
最
低
賃
金
改
定
周
知
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
９
月
24
日
か
ら
10

月
23
日
の
期
間
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

下
越
地
協
を
皮
切
り
に
、
新

潟
県
内
を
南
下
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

通
勤
時
間
帯
を
中
心
と
し
た
工

業
団
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
近
辺
で
の
街
宣
行
動
（
停
止

街
宣
・
流
し
街
宣
）、
最
低
賃

金
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
封
入
し

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、
公
共

施
設
へ
の
チ
ラ
シ
掲
示
等
の
呼

び
か
け
な
ど
、
幅
広
い
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
協
議
会
で
は
、

推
薦
議
員
か
ら
協
力
を
得
な
が

ら
街
宣
行
動
を
展
開
す
る
な
ど
、

よ
り
一
層
地
域
へ
の
浸
透
を
は

か
る
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
取
り
組
み
の
様
子
は
、
連

合
新
潟
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

に
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
い
い
ね
」
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

今
後
へ
向
け
て

　

ま
も
な
く
迎
え
る
２
０
２
７

春
季
生
活
闘
争
は
、
次
年
度
以

降
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
波

及
さ
せ
て
い
く
た
め
の
重
要
な

取
り
組
み
で
す
。

　

加
盟
組
合
に
お
い
て
は
、
十

分
な
組
織
内
討
議
を
ふ
ま
え
た

方
針
の
策
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

継
続
的
に
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
進
め
、
都
市
部
な
ど
と

の
地
域
間
額
差
の
是
正
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

　

高
市
首
相
が
厚
生
労
働
大
臣

に
対
し
、「
労
働
時
間
の
規
制

緩
和
」
の
検
討
を
指
示
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
厚
生
労
働
省
の

諮
問
機
関
で
あ
る
労
働
政
策
審

議
会
で
は
、
私
た
ち
の
「
働
く

ル
ー
ル
」
に
関
わ
る
重
要
な
議

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
や

「
つ
な
が
ら
な
い
権
利
」
な
ど
、

連
合
が
求
め
る
政
策
が
あ
る
一

方
、
裁
量
労
働
制
の
対
象
業
種

拡
大
や
変
形
労
働
制
の
要
件
緩

和
な
ど
、
長
時
間
労
働
を
助
長

し
か
ね
な
い
内
容
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

連
合
は
、
労
働
者
の
立
場
か

ら
「
拡
大
」
や
「
緩
和
」
の
考

え
方
に
は
明
確
に
「
Ｎ
Ｏ
」
を

― 9.29連合アクション ―

示
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
、
９
月
29
日
の

第
11
回
執
行
委
員
会
後
に
、
執

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
街
頭
行

動
を
行
い
、
小
林
会
長
、
遠
藤

副
事
務
局
長
、
中
山
執
行
委
員

（
電
機
連
合
）、
小
室
執
行
委

員
（
下
越
地
協
）
が
、
そ
れ
そ

れ
の
立
場
か
ら
、
働
く
ル
ー
ル

に
私
た
ち
の
声
を
届
け
る
重
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
発
効
さ
れ
た
最

低
賃
金
に
も
触
れ
、
相
乗
効
果

を
高
め
な
が
ら
県
民
へ
力
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。



連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

地協代表者会議でも――「働かせ放題にＮＯ！」地協代表者会議でも――「働かせ放題にＮＯ！」

①トップリーダー自らが、男女平等参画・ジェンダー

41%

24%

35%

平等推進についてのメッセージを発信する。

既に発信済み

10月末までに発信見込み

発信できる見込みがない

2026年10月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第428号

　

息
子
は
来
月
、

ハ
タ
チ
に
な
る
。

成
長
し
た
息
子
を

親
と
し
て
は
う
れ

し
く
思
う
反
面
、

「
も
う
そ
ん
な
歳

に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
寂
し

さ
も
あ
る
。
そ
ん
な
息
子
と
約

束
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
ハ
タ
チ
に
な
っ
た
息
子
と

初
め
て
の
お
酒
を
酌
み
交
わ
す

こ
と
。
息
子
は
現
在
、
県
外
で

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
お
祝
い
を
兼
ね
た
小
イ
ベ

ン
ト
は
私
が
駆
け
つ
け
る
形
で

行
う
予
定
。
そ
こ
ま
で
し
て
叶

え
た
い
こ
と
な
の
だ
。
思
い
起

こ
せ
ば
、
私
の
父
も
私
の
誕
生

時
に
「
大
き
く
な
っ
て
一
緒
に

飲
む
こ
と
が
楽
し
み
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
た
。
父

親
な
ら
で
は
の
思
い
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

連
合
新
潟
２
０
２
６
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
働
く
女
性
が

　
　
　
地
方
で
活
躍
す
る
た
め
に
」

連
合
の
政
策
実
現
に
向
け
て
、

連
合
の
政
策
実
現
に
向
け
て
、

��

連
合
新
潟
推
薦
県
議
と
意
見
交
換
を
実
施

連
合
新
潟
推
薦
県
議
と
意
見
交
換
を
実
施

第
４
回
連
合
新
潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
を
開
催

第
４
回
連
合
新
潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
を
開
催

第
４
回
地
協
代
表
者
会
議
を
開
催

第
４
回
地
協
代
表
者
会
議
を
開
催

    

各
地
協
の
活
動
状
況
を
共
有
し
、

各
地
協
の
活
動
状
況
を
共
有
し
、

��

今
後
の
取
り
組
み
を
確
認

今
後
の
取
り
組
み
を
確
認

■■ 教えて？  万代♪  ④ 教えて？  万代♪  ④
�� ■■■■■■  新潟地協発    新潟地協発  ■■■■■■

　新潟市中央区万代には「ガルベストンストリート」と
いう名の通りがあります。名前の由来は新潟市の姉妹都
市であるアメリカ・テキサス州の「ガルベストン市
（Galveston）」にちなんで名づけられたそうです。新
潟市とガルベストン市は1965年（昭和40年）に姉妹都
市提携を結び、これが新潟市にとって最初の海外姉妹都
市となりました。ガルベストン市はメキシコ湾に面した

歴史ある港湾都市で
あり、日本海側に位
置する港町にいがた
と共通点も多いこと
から交流が始まった
そうです。ちなみに、
ガルベストン市側に
も新潟市にちなんだ
「Niigata Way（新
潟通り）」と名付け
られた通りが存在し、
互いに友好の証とし
て名を刻み合ってい
ます。

私の私の地地
まちまち

域域からこんにちは！からこんにちは！㉓㉓

　

９
月
18
日
、
勤
労
福
祉
会
館

で
第
25
回
連
合
新
潟
推
薦
県
議

会
議
員
懇
談
会
を
開
催
し
、
連

合
新
潟
、
推
薦
県
議
と
も
に
15

人
、
合
計
30
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
連
合
新
潟
の
「
新
潟
県
次

年
度
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」

の
作
成
は
、
各
構
成
組
織
か
ら

選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ

る
政
策
委
員
会
で
論
議
さ
れ
、

執
行
委
員
会
で
確
認
し
新
潟
県

知
事
へ
要
請
し
て
い
ま
す
。
予

算
要
望
書
を
知
事
に
手
交
す
る

に
あ
た
り
、
推
薦
県
議
へ
要
望

す
る
内
容
に
つ
い
て
共
有
す
る

と
と
も
に
、
懇
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
５
日
、
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
で
今
年
度
最
後
と
な
る

第
４
回
地
協
代
表
者
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
各

地
域
協
議
会
の
議
長
、
副
議

長
、
事
務
局
長
に
、
連
合
新
潟

を
加
え
た
19
人
が
参
加
し
、
地

協
活
動
に
関
わ
る
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
で
は
、
連
合
新
潟

の
大
会
や
各
地
協
の
総
会
を
間

近
に
控
え
る
な
か
、
会
計
に
関

わ
る
日
程
や
処
理
方
法
の
変
更

点
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
ま

し
た
。
ま
た
、
組
織
拡
大
に
関

わ
る
取
り
組
み
の
報
告
を
行
っ

た
ほ
か
、
最
低
賃
金
の
周
知
や

県
議
会
・
自
治
体
等
へ
の
要
請

行
動
に
つ
い
て
、
今
後
の
日
程

と
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
熊
本
地
震
の
カ
ン

パ
活
動
に
つ
い
て
は
、
連
合
新

潟
と
各
地
協
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り

組
み
、
10
月
５
日
ま
で
に
集
約

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
地
協
の
機
関

紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
地
協
活
動

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
、
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
ご
と
の
活
動
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
一
方
、
定
期
的
に
情

報
を
持
ち
寄
り
、
課
題
や
取
り

　

９
月
25
日
、
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
で
第
４
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
連
合
新
潟

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
フ

ェ
ー
ズ
２
の
取
り
組
み
状
況
調

査
結
果
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
フ
ェ
ー
ズ
２
に
移
行

し
て
か
ら
初
め
て
の
実
施
と
な

り
ま
す
。

　

10
月
３
日
、
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
で
、「
働
く
女
性
が
地

方
で
活
躍
す
る
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
連
合
新
潟
２
０
２
６

地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
構
成
組
織
、
地
域
協
議

会
、
関
係
団
体
か
ら
、
約
１
１

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
２
部
構
成
と
し
て
お

り
、
前
半
は
基
調
講
演
と
新
潟

県
出
身
若
年
層
の
意
識
に
関
す

る
調
査
結
果
の
説
明
、
後
半
は

組
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
各

地
協
と
連
合
新
潟
の
活
動
に
新

た
な
視
点
や
気
づ
き
を
加
え
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
の
県
議
会
議
員
懇
談
会

で
は
、
雇
用
・
労
働
政
策
の
分

野
で
、
２
０
２
６
年
10
月
に
施

行
さ
れ
た
改
正
労
働
施
策
総
合

推
進
法
の
周
知
に
つ
い
て
と
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
防
止
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
政
策
の
分
野
で
は
、

小
中
高
等
学
校
の
体
育
館
に
お

け
る
空
調
設
備
設
置
状
況
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
体
育

館
の
多
く
が
、
災
害
時
の
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
話
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
を
と
お
し
て
、

推
薦
県
議
に
連
合
新
潟
の
政
策

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
連
携
強
化
を
は
か
っ

て
い
き
ま
す
。

　

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
基
礎
と
な

る
「
運
動
方
針
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
を
明
記
す
る
」「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
を
目
的

と
す
る
会
議
体
の
設
置
」
な
ど

の
目
標
項
目
は
、
フ
ェ
ー
ズ
１

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
組
織
で
対

応
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
一
方
で
、「
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
自
ら
が
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
に
つ
い
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
」
に
関
し

て
は
、
実
施
で
き
て
い
な
い
組

織
が
あ
り
、
引
き
続
き
課
題
が

残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
平
等
参
画
・
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
た
取
り
組
み
が
必
要
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
フ
ェ
ー
ズ
２

の
各
種
目
標
達
成
に
向
け
、
構

成
組
織
、
地
域
協
議
会
か
ら
の

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
連
合
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推
進
局

を
担
当
し
て
い
る
、
畠
山
総
合

政
策
推
進
局
長
を
講
師
に
迎
え
、

「
働
く
女
性
が
地
方
で
活
躍
す

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
や
働
く
女

性
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
地
域

で
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
や

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

（
無
意
識
の
思
い
込
み
）
に
つ

い
て
、
各
職
場
で
し
っ
か
り
と

理
解
し
意
識
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
女
性
が
参
画
し

課
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
ご
提
言
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
加
茂
市
に
あ
る
（
株
）

皆
川
製
作
所 

代
表
取
締
役 

曽

根
亮
子
様
、
新
潟
日
報
社 

編

集
局
報
道
部
記
者 

荒
川
葉
子

様
、
基
調
講
演
か
ら
引
き
続
き
、

畠
山
総
合
政
策
推
進
局
長
の
３

人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
林
会
長

の
進
行
の
も
と
、
３
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
女
性

が
考
え
る
魅
力
的
な
職
場
」
２

つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
地
方
で
女

性
が
活
躍
す
る
た
め
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
」
３
つ
目
の
テ
ー

マ
は
「
男
性
と
女
性
が
お
互
い

の
立
場
で
意
識
す
る
べ
き
こ

と
」
と
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
は
、

「
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

育
児
や
介
護
、
家
事
な
ど
で
は
、

男
性
と
女
性
が
共
に
協
力
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
。
職
場
の
風
土
づ
く
り
も
重

要
で
あ
り
、
職
場
で
の
立
場
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
事
情
な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
男
女
問
わ
ず
お
互

い
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
を
理
解
し
合
う
こ
と
が
女

性
の
活
躍
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
小
林
会
長
が
「
地
方
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ピ
ン

チ
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、

チ
ャ
ン
ス
へ
と
変
え
て
い
く
た

め
の
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
し

て
い
た
だ
き
、
職
場
や
家
庭
に

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。


